
2018年から中央区下山手通で駄菓子屋を営んでい
ます。

「守る店」は会長の紹介で、今年になって登録を
したばかりですが、元々このお店は「こどもの居
場所」を作りたいという思いから始めているので、
トイレの利用やけがをしたときに処置をするなど、
日々することは変わりません。２月からは毎週月
曜日か木曜日に朝食の「こども食堂」も始めまし
た。「みんなで楽しく食べて、元気に行っておい
で」という気持ちでやっており、毎週たくさんの
こどもたちが来てくれています。

よく来るこどもたちには愛称で呼ばれています。
普段から距離が近いと、他愛もないことから相談
までなんでも話してくれるようになったと感じて
います。また、新しい子たちにも来てもらうため
には顔見知りになることが大事だと考えており、
12月にはこども向けのイベントを開催予定です。

このように地域のこどもたちへの見守りを続けて
いきたいです。
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こども110番 青少年を守る店

青少協紹介
星和台青少年育成協議会

Piggy’s Parlor（下山手青少年育成協議会）

※バックナンバー(186号・187号)はこちらから

田中さん

神戸市青少年育成協議会

▲可愛い外観のお店。店内もとってもカラフル！

星和台青少年育成協議会は北区南部の星和台小学校区で活動しています。子どもを守る店・家の
登録が650軒を越える、子どもたちの安全安心を目指す地域です。
こども見守り活動をはじめ、里山を保全する里山フェスタや、防災について知り体験する世代間
交流事業、地域を音楽で結ぶミュージックフェスタなど青少年も大人も一緒に楽しめる活動を
行っています。
自治会等他団体とも連携し、地域の青少年が活動を通して星和台を「ふるさと」と思ってもらえ
ることを目指しています。 （会長 的場 令基）



地域のこどもたちを
見守り・育てる

青少年育成協議会って？

青少年の育成や、青少年を取り
巻く環境づくりを目的に、地域で
活動するボランティア（青少年育
成委員）で構成されています。主
に小学校区単位で、協議会・支
部があり、全市で
約4,350名（2024
年7月末時点）が
活動しています。

どんな活動をしているの？

地域の実情に合わせて、通
学路での見守り活動、防犯・
交通安全・SNS等の啓発活
動、地域の清掃活動、交流・
体験イベントなど、様々な活
動を行っています。

市民運動・あいさつ運動

こども１１０番

こうべユース賞

学校が長期休みに入る前に「地域で
青少年を守り育てる運動」の強調期間
を設定し、各区・各地域などの単位で
キャンペーンなどの啓発活動を実施し
ています。
また、あいさつや声かけ、見守りを通じ
て、コミュニティの活性化や、安全・安
心なまちづくりにつなげる「スマイル
ハートあいさつ運動」も行っています。

通学路沿いの学校周辺の店・民
家や、生活道路を走行する民間
事業者（車）に、こどもの見守り活
動やこどもが助けを求めてきたと
きの一時保護、保護者・学校等へ
の連絡などの協力をお願いして
います。

文化・スポーツ・社会活動の各分野で
活躍した青少年を対象に、表彰を実施
しています。


